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　平成30年度は、沖縄本島北部の比較的水源に恵まれた国頭村、大宜味村、東村、宜野座村を除く本島

22市町村と周辺離島（伊江村、粟国村）の2村、計24市町村へ1日当たり約42万1,700㎥の水を供給しました。

　今後、上記に加え、沖縄本島周辺の離島7村へ水道用水を供給するための施設整備に着手しており、条件

の整った離島から順次用水供給を開始する予定です。
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海水淡水化水
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30

44万300㎥の日平均取水量に対し、ダム水が約34万4,300㎥
（約78.2％）

平成30年度

項目 構成比

市町村名 （％）

那 覇 市 38,453 25.2% 昭和47年5月15日

沖 縄 市 19,402 12.7% 昭和47年5月15日

宜 野 湾 市 10,633 7.0% 昭和47年5月15日

浦 添 市 13,642 9.0% 昭和47年5月15日

読 谷 村 4,935 3.2% 昭和47年5月15日

南 部 水 道 企 業 団 6,790 4.5% 昭和47年5月15日

嘉 手 納 町 1,526 1.0% 昭和47年5月15日

北 谷 町 4,438 2.9% 昭和47年5月15日

北 中 城 村 3,120 2.0% 昭和47年5月15日

豊 見 城 市 6,679 4.4% 昭和47年5月15日

与 那 原 町 2,019 1.3% 昭和47年5月15日

平成30年度
供   給   量

給水開始年月日
項目 構成比

市町村名 （％）

中 城 村 2,230 1.5% 昭和47年5月15日

西 原 町 4,211 2.8% 昭和47年5月15日

名 護 市 2,203 1.4% 昭和47年5月15日

糸 満 市 6,993 4.6% 昭和47年5月15日

本 部 町 540 0.4% 昭和50年6月10日

今 帰 仁 村 487 0.3% 昭和50年7月12日

伊 江 村 752 0.5% 昭和52年2月1日

恩 納 村 3,382 2.2% 昭和52年7月20日

金 武 町 1,606 1.1% 平成元年10月1日

う る ま 市 13,797 9.1% 昭和47年5月15日

南 城 市 4,691 3.1% 昭和47年5月15日

粟 国 村 84 0.1% 平成30年3月1日

合　　　　　計 152,612 100.0%

平成30年度
供   給   量

給水開始年月日
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参考資料 ※1 沖縄県推計人口2019年6月 （沖縄県企画部）

 ※2 1981～2010年　那覇平均値データ （気象庁）

 ※3 平成30年度日本の水資源の現況 （国土交通省）
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6

33
24

伊平屋村

伊是名村

粟国村

渡名喜村

粟国調整池

粟国浄水場

座間味村

渡嘉敷村

北大東村

南大東村

※沖縄本島周辺離島８村とは、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村、渡嘉敷村、座間味村、伊平屋村、伊是名村です。
　なお、粟国村については平成29年度より用水供給を実施しています。

　今後は、沖縄本島周辺離島8村（※）への水道用水供給の拡大を予定しており、各村において、取水施設から

送水施設までの水道施設を設置することとしています。　　　
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　また、カビ臭対策のため粉末活性炭注入設備及び粉末活性炭

接触池を平成２９年３月より供用を開始しました。

　水源は、主に平南川・源河川、羽地ダムで、名護市を始め、北

部５市町村に供給しています。

　粟国浄水場は粟国島にあり、1日当たり６００㎥の処理能力を有し平成３０年３月より企業局が用水供給
を開始しました。

粟国浄水場

　石川浄水場は、沖縄本島中部のうるま市にあり、旧石川浄水場の
施設老朽化や水需要増大等に対処するため、平成２３年１１月、１日当
たり１６万５,６００㎥の処理能力で新たに供用を開始しました。
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硬度低減化施設フローシート

　撤去。に３０ ※平成３０年度硬度低減化施設運用実績　処理前 ３０６mg/L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理後　８９mg/L

してきていた 土壌
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緻密層
(約0.2μm)

支持層
(約60μm)

基材
(約150μm)

浸透圧のはなし

真水と海水を半透膜※で仕切られた容器に入れたとき、双

方の塩分濃度は均一になろうとして、真水が半透膜を通り海水

側に移動していきます。この現象を「浸透」と呼びます。真水の

浸透により、海水側の水面が上がり、ある位置で止まります。

このとき双方の水面差を「浸透圧」と呼び、海水の浸透圧は

約2.5MPaです。

※「半透膜」：水を通し、塩分が通りにくい膜

半
透
膜

海水真水

水の流れ

浸透圧

水の流れ

圧力

真水 真水海水 海水
半
透
膜

半
透
膜

浸透 逆浸透

反対に、海水側に浸透圧より大きい圧力を

加えると、海水側から半透膜を通して、真水

が押出されてきます。この現象を『逆浸透』と

呼びます。逆浸透膜モジュール内部では、上

記の原理で海水淡水化が行われます。

逆浸透膜エレメントの構造

逆浸透膜の構造

　逆浸透膜は、断面図のように、基材の上に支持材、

半透膜の各層を重ねて製膜したポリアミド系の合成複

合膜です。

　この膜は99%以上の高い塩分除去率を有しており、

海水から一回の脱塩で真水を取り出すことができます。

（２）

逆浸透膜エレメントは、図のように逆浸透膜、

流路材、スペーサー等を組合せ、のり巻状に

成型したスパイラル型のものです。
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国際物流拠点産業集積地域 うるま・沖縄地区

喜仲原水調整池
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　西原浄水場と石川浄水場には、比較的小さな水量と水位差で発電可能な小水力発

電設備を導入しています。両浄水場では、同設備で発電した電力を利用し、CO
２
排出量

の削減と電力費の節減に大きく役立っています。

また、大湾小水力発電施設は、喜名原水調整池から北谷浄水場へ送る水量と水位

差で発電しCO
２
排出量の削減に役立っています。

安全で安心な水を
み な さ ま へ お 届 け し ま す

沖縄県企業局
22
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収益的支出
人件費 30

動力費 58
薬品費 6

修繕費 19
負担金

交付金 22

減価償却費

支払利息 8

その他費用

当年度収支差額

収益的収入
その他収入 1

長期前受金戻入

他会計補助金

料金収入
318

667

54

294

140
340

660

37

7

収益的収入その他収入
長期前受金戻入

料金収入

収益的支出 人件費 2,009 

動力費 3,034 

薬品費 561 
修繕費 1,086 
負担金 1,903 

交付金 1,507 

減価償却費

支払利息

その他費用

当年度収支差額

1,134

15,617
3,263

34

359

30,114

16,993
12,796

30,148

資本的支出

建設改良費

企業債償還金
その他費用

補てん財源

(内部留保資金等)

その他収入
企業債

他会計補助金 391 

国庫補助金

資本的収入

4,062
34

13,892

17,988

9,763

12,884

2,719
11

5,104

資本的支出

建設改良費

企業債償還金

補てん財源

(内部留保資金等)

他会計補助金

国庫補助金

資本的
収入 56

139
43

96

83

12

44

　水道用水供給事業は、25市町村及び1企業団に1
日平均41万7千㎥の給水を予定しています。
　収益的収入は、全体で301億4千8百万円となって
おり、主な収益構成として、料金収入が56.4%、長期
前受金戻入が42.4%を占めています。その他は、特別
利益、他会計補助金等となっています。
　収益的支出は、全体で301億1千4百万円となって
おり、主な費用構成として、減価償却費が51.9%、動
力費10.1%、人件費6.7%、負担金6.3%、支払利息3.8%
となっています。

　今年度の主要な建設改良事業は、導送取水施設
整備事業、水道広域化施設整備事業、北谷浄水
場施設整備事業を予定しています。
　資本的収入は、全体で128億8千4百万円(投資償
還金2億9千9百万円を除く)となっており、国庫補助金
が75.8%、企業債が21.1%を占めています。
　資本的支出は、全体で179億8千8百万円となって
おり、浄水施設・導送水施設等の建設改良に要する
費用が77.2%、企業債償還金が22.6%となっています。
　※資本的収支の補てん財源として、内部留保資金等を充てて
います。

　工業用水道事業は、金武湾、中城湾港新港地区、
糸満工業団地、名護西海岸地区等にある106事業所
に１日当たり約2万2千㎥の給水を予定しています。
　収益的収入は、全体で6億6千7百万円となっており、
主な収益構成として、料金収入が47.6%、長期前受金
戻入が44.1%を占めており、その他は、他会計補助金、
預金利息等となっています。
　収益的支出は、全体で6億6千万円となっており、主
な費用構成として、減価償却費が51.6%、負担金21.1%
動力費8.8%、人件費4.5%となっています。

　今年度の主要な建設改良事業は、配水施設整備
事業、導水施設整備事業を予定しています。
　資本的収入は、5千6百万円（投資償還金5千万
円を除く）となっており、国庫補助金が77.8%、他会計
補助金が22.2%となっています。
　資本的支出は、全体で1億3千9百万円となっており
主な構成は導送水施設等の建設改良に要する費用
が69.3%、企業債償還金が30.7%となっています。
　※資本的収支の補てん財源として、内部留保資金等を充てて
います。
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固定資産
4,183

流動資産 178

投資その他の
資産 6

無形
固定資産
1,222

有形
固定資産
2,955

うち
建設仮勘定
　212　

固定負債 637

流動負債 95

繰延収益 3,177

資本金 282
剰余金
170

資本剰余金 159

利益剰余金 11

　資本的収入は、国庫補助金の減少等により前年度と比
べ14.2％減少し、104億4,632万1,728円で、資本的支
出は、建設改良費の減少等により前年度と比べ10.1％
減少し、152億4,646万5,950円でした。
　資本的収支の差引不足額は、内部留保資金等で補て
んしました。
　なお、実施した主な建設工事は、前年度に引き続き、北谷浄
水場施設整備工事、石川～上間送水管布設工事等でした。

資産
　6,770（百万円）

　工業用水道事業は、県内104事業所に対し工業用水を
584万3,481㎥(1日平均約1万6千㎥)供給しました。
　総収益は営業外収益の減等により前年度と比べ4.3%減
少し、6億4,176万4,377円で、総費用は減価償却費の
減少等により前年度と比べ1.8%減少し、6億2,469万
5,692円でした。　　　　　
　その結果、1,706万8,685円の黒字となりました。

　資本的収入は、投資償還金9,990万1,000円を資本的
収入から除いたこと等により前年度と比べ56.6％減少し、
2,114万4,000円で、資本的支出は、建設改良費等の
減少により前年度と比べ15.0%減少し、9,964万9,540円
でした。
　資本的収支の差引不足額は、内部留保資金等で補てん
しました。
　なお、実施した主な建設工事は、東系列導水路改築工事
等でした。

30

　水道用水供給事業は、県内22市町村及び1企業団に対
し水道用水を1億5,261万1,925㎥（1日平均約41万8千㎥）
供給しました。
　総収益は長期前受金戻入の増加等により前年度と比べ
0.9%増加し、287億2,894万4,966円で、総費用は動力費
の増加等により前年度と比べ1.9%増加し、283億3,103万
4,390円でした。
　その結果、3億9,791万576円の黒字となりました。  

（平成31年3月31日現在）

　平成15年度以降、収益的収支は黒字を計上

しています。

　今後とも、「沖縄県企業局中長期計画」を推進

し、更なる経営の健全化、効率化を図っていくこと

にしています。

負債
　3,909（億円）

資産
　4,361（億円）

資本
　452（億円）

固定資産
5,928

流動資産 842

無形
固定資産
2,967

有形
固定資産
2,861

（平成31年3月31日現在）

負債
　5,352（百万円）

資本
　1,418（百万円）

固定負債 544

流動負債 80

繰延収益 4,728

資本金 588
剰余金
830

資本剰余金 410
利益剰余金 420

　ここ数年の収益的収支は黒字を計上しています。

　今後とも、「沖縄県企業局中長期計画」に基づ

き、経営の健全化に向けて、水道事業と連動した

経費削減に努めるとともに、関係部局と連携を図り

ながら、需要開拓をさらに推進していくことにして

います。
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補てん財源

(内部留保資金等)

企業債

他会計補助金 404 

国庫補助金

資本的支出

建設改良費

企業債償還金

その他支出

資本的収入

4,238

32

10,977

15,246

7,891

10,446

2,151

4,800

収益的支出
人件費 26
動力費 46
薬品費 4

修繕費 23
負担金

交付金 18

減価償却費
支払利息 9

その他

当年度

収益的収入その他 2

長期前受金戻入

他会計補助金

料金収入
276

642

56

308

116
356

625
純利益

17

27

補てん財源

(内部留保資金等) 他会計

国庫補助金 8

資本的支出

建設改良費企業債償還金

資本的
収入 21

100

46 54

79 補助金
13

投資その他の
資産 100

収益的収入その他収入

長期前受金戻入 料金収入

収益的支出 人件費 1,868 

動力費 2,738 

薬品費 473 
修繕費 974 
負担金 1,577 

交付金 1,544 

減価償却費

支払利息

その他費用

当年度

1,217

15,450
2,490

純利益
398

360

28,331

15,60312,766

28,729
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